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	令和８年度
	進路だより　
	日本大学櫻丘高等学校　進路指導部
	第４号（9月1２日）
	はじめに
	●２学期のスタートにあたって
	　暑かった夏休みが終わり，いよいよ２学期が始まりました。休み中も，進路相談室からは多くの３年生が自習室や図書室で勉強に挑む姿が見え，その必死に頑張る姿に心を打たれました。３年生の皆さんの努力が大きく実を結ぶ，そのような２学期になると信じています。
	　１・２年生にとって２学期は，校外教育や修学旅行，体育大会や芸術鑑賞会など，行事が目白押しです。また，部活動などで３年生から代を引き継ぎ，主力として重責を担う立場になるでしょう。忙しい毎日を過ごす中でも，進路探究や学習において着実に努力を積み重ねることを求められるのが，高校生の２学期です。
	　進路や学習については，すぐ成果が出ないこともあり，投げ出したくなる時もあるでしょう。そういう意味ではこの時期，多くの人が「両立」の難しさを経験するかもしれません。しかし，ここで根気強く積み重ねた成果は，必ず後に生きてきます。さらにこうした経験は，「物事にあたるバランス感覚」や「メリハリをつけて臨む姿勢」など，社会を生きるうえで大切な資質を育ててくれるはずです。
	　成功体験も失敗経験も，すべて自分の大切な財産になります。成長を感じられる２学期にしていきましょう。

	今回の内容
	１【１・２年生】
	　文理選択・科目選択について
	２【全学年】
	　卒業生に学べ!
	３ 【３年生】
	　いよいよ基礎学最終回!
	４ 【３年生】
	　一般選抜に向けて
	11/ 5（木） 1・2年Sクラス進研模試

	１年生　２年生



	１年生文理選択，
	２年生科目選択について
	●進路選択の分かれ道「文理選択」「科目選択」
	　大学進学を目指すときに出会う分かれ道として，１年生冬の「文理選択」と，２年生冬の「科目選択」があります。各学年のこの時期に進路選択を行う理由は，進路目標に対し効率的な学習にシフトするためです。しかし「現時点では進路についてまだイメージを持てていない」という人も多いでしょう。以下に，選択のアプローチについていくつか紹介します。

	①将来めざす「仕事」や「資格」から決める
	　職業によって，文系または理系の専門的な知識が求められるケースがあります。例えば，医師には「生物」や「化学」の知識が不可欠であり，理系に進む必要があります。また弁護士，裁判官など法律を扱う職業では文系を選ぶのが一般的です。どちらからも就ける職業もありますが，この機に様々な職業や，必要な知識・資格について詳しく調べてみると良いでしょう。

	②得意科目や興味のある「学問」から決める
	　「得意＝点数がとれる科目」ではなく，その学問の本当の面白さを感じられるかどうかが大切です。大学では一つの学問について深く追究するため，自分が興味をもって長く学び続けられるかを考えましょう。「数学が苦手だから文系」というネガティブな選択は，後々の前向きな選択の際に後悔に繋がるケースが多く，おすすめ出来ません。

	③「特技や趣味」，「関心のあること」から決める
	　将来の目標や好きな科目が特に見つけられないという人は，自分が今まで好きだった事柄をふり返るところから始めてみる，という手もあります。例えば「小さい頃から天体や自然科学に関することが好きだったな」とか「小説や歴史など文化に関することが好きだ」という具合です。長所や適性を自己分析することも役立つでしょう。
	●２年生の科目選択は「入試」に直結
	　２年生で選択した地歴公民や理科の科目は，３年次ではG文系は週に６回，G理系は週に７回の授業が行われ，定期考査の範囲も２年次に比べて大幅に増加します。さらに，その科目がそのまま入試で受験科目となります。好きな科目なら授業で興味を深めつつ，入試でも得点源になるでしょうが，逆に選択にミスマッチが生じると，受験そのものの算段が立たず，身動きがとれなくなってしまう，というケースもあります。
	　文理選択や科目選択は，将来の展望に繋がる大切な瞬間です。
	もちろん，まだ「何も決まっていない」と悩む人も多いでしょう。しかし，｢何となく｣｢友だちと一緒で｣など安易な理由に自分の決定を委ねるのは避けたいものです。できるだけ早くから調べたり相談したりして情報収集に努め，そのうえで今の自分にとってベストな選択ができるよう考えることが大切です。
	【選択科目と入試の関係】
	●日本大学基礎学力到達度テスト
	　の場合（９月）（現３年生）
	　※現1,2年生はカリキュラム改訂によ
	　　り，一部変更があります
	●国公立大学入試の場合
	●私立大学入試の場合


	１年生　２年生　３年生


	卒業生に学べ！
	●9/5開催　大学生によるパネルディスカッション
	↑ 【Gクラス卒業生】1月の勉強時間です。長い日はなんと１４時間４４分！
	↑ 【Sクラス卒業生】地学基礎のノートです。図などを使い，見やすく工夫されていますね！
	３年生

	いよいよ基礎学最終回！
	　３年生はいよいよ最後の基礎学力到達度テストが目前の９月２４日（木）に迫りました。多くの３年生にとって緊張する試験となるでしょう。当日に対する不安を少しでも軽減するために，試験日の様子を事前にシミュレーションしておきましょう。
	●復習で「解ける」手応えを
	●特別なことはしない
	●本番に向けたシミュレーションを
	●生活リズムを整える
	●緊張する自分と向き合い，受け入れる
	３年生

	一般選抜に向けて
	●大学入学共通テストの概要
	　「大学入学共通テスト」は，ほとんどの国公立大学の一般選抜において１次試験として利用されます。また，私立大学でも多くの大学の一般選抜において，共通テストを利用する入試があります。
	　※共通テストの成績だけで合否判定をおこなう「共通テスト利用　　
	　　入試」のほか，立教大学のように大学独自の英語の試験を廃止
	　　し，共通テストの英語の成績（または英語資格）を利用するよう
	　　な大学もあります。
	　※受験科目や配点，共通テストの利用方式は大学ごとに異なりま
	　　す。必ず自分で調べておきましょう。
	【共通テストは個別で出願】
	　共通テストの出願はすべて個別での手続きとなります。説明会への出席や書類の提出等については，担任の先生あるいは進路指導部からの連絡を良く聞き，必ず期日を厳守するようにしてください。


	●赤本続々入荷中！
	　2027年度版の赤本が続々と入荷しています。今後入荷予定のものもあり，最終的には主要大学の赤本がほぼ揃う予定です。もし探している大学の赤本がなければ，司書の方に相談，リクエストしてください。赤本の貸し出し期間は１週間（その他書籍は２週間）です。



